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お花見 

「お茶を楽しむ会」の前日

に開催したお花見会。桜の

見頃は過ぎてしまいました

が天候には恵まれ、青空の

下みなさん楽しんでいまし

た。参加者も多くとても賑

やかな会となりました。 

私のおすすめスポット 

会員 小甲 由利子 （三条市在住） 

私の地元の三条市保内地区のおすすめスポットを紹介します！ 

まずは今年 4 月 29 日にオープンした「庭園の郷 保内」です。保内地区は造園業が盛んで、

この「庭園の郷 保内」は緑や花のある暮らしを体験できる交流拠点施設です。造園業者が競

演した見本庭園や園芸品の販売コーナーなどがあり、和室から眺めることができる和風庭園で

は保内の伝統的な庭園技術を見ることができ、ずっと見ていても飽きず、ついつい長居してし

まうほどです。 

もう一つは「保内公園」です。熱帯植物園や茶室もありますが、中でも見晴台からの眺めが

おすすめです！見晴台入口から 10 分ほど登ると越後平野を望むことができ、見晴台からの田

園風景に信濃川の恵みを感じることができます。（遠くには本川橋も見えます！） 

ぜひ皆さんも緑豊かな保内を訪れてみませんか？ 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

43 28  6 

お茶を楽しむ会 あいにくの天候･･･ 

日 時：平成 28 年 4 月 17 日(日)10：00～15：30 

場 所：大河津資料館 4Ｆ展望室 参 加：287 名 

当日は朝から雨がパラパラ。晴れてきたかと思いきや、お昼近くに

なると台風並みの強風が吹

いてきました。同日開催のお

いらん道中は分水総合体育

館で行われることになり、残

念ながら例年の様な賑わい

にはなりませんでしたが、そ

れでも多くの方がお越しく

ださいました。美味しいお抹

茶とお饅頭、心のこもったお

もてなしにみなさん喜んで

くださいました。（事業部）  

庭園の郷 保内 保内公園見晴台からの眺め 

バスツアーでお立ち寄りくださったみなさん 
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(一社)北陸地域づくり協会さんより友の会へ、五百川清著『大

河津分水双書全 10 巻』を寄贈していただきました。ご希望の方

に差し上げます。ただし、第 1・6・7 巻は在庫がありません。

他、在庫数が少ないものもありますのでご了承ください。ご希望

の方は下記へご連絡ください。郵送の場合は着払いとなります。 

※お問合せ・ご連絡先：友の会事務局 ☎080-9876-3683 

信濃川大河津資料館 1Ｆ受付まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ  大河津分水双書を差し上げます！ 

 

宮本武之輔は本当にえらいのか、どこまでえらいのか《予告編》 

 宮本武之輔は偉い人である。それは誰でも認めるであろう。何しろ、大正 11 年に完成した

大河津分水路が通水 5 年で自在堰の陥没と言う事故（災害と言うべきか）を起こし、折角の大

河津分水路が使えなくなってしまったのか、と人々が落胆に沈んでいた時、時の内務省の信頼

を一身に背負って分水の地に補修事務所を作り、僅か 4 年と言う短期間で可動堰をはじめとす

る工事を完成させ、以後施設の老朽化でこの可動堰が改築される迄 80 年余り、大きな故障も

なく、水害から越後平野を守り通したのだから。実はこの宮本武之輔の偉業をもっと褒め讃え

て、分水路のあたりに銅像を建てようと提唱する人々がいる。それは宮本の生誕地愛媛県松山

市の方達であり、数年前から友の会と交流活動を続けている。しかしながら、そういう提案に

対して、簡単には「はい、そうですか。」と言いにくい面がある。第一に技術者の銅像と言う

ものは、我が国では数少ない。だからやはり、「はい、そうですね。」と言えるためには、宮本

武之輔は本当に偉いのだ、と言えることがまず大事であろう。と、そんなことを考えた私、「一

体宮本武之輔が本当に偉いと言えるかどうか、研究しなければ」と、口に出したのだがどうだ

ったのか。「それは良い考えですね。やってくださいよ。」と言う声が飛んでくると同時に、後

に引くことはできにくいようになってしまった。「しまった」と思ったが後の祭りである。そ

ういう宮本研究は数か月かかるであろうから、ここではその予告編を書いてみて、少しでも前

へ進もうと考えたところである。 

 さて、宮本武之輔は本当に偉いのか。それを明らかにするには、いくつかの見方（あるいは

切り口）から見なければならないであろう。最初に人間としてどの程度優秀であったのか。こ

れはかなりの程度抜きんでている。彼は一高東大で主席であったらしいし、旺盛な読書量に裏

付けられて、文才と語学の才能にも秀でていたようであった。大河津分水補修工事にあっては、

スタッフ 60 余名をよくまとめ（当時は直轄工事であったのだ）大河津分水路流れの破壊力に

対しては鋼鉄製の矢板を欧州から取り寄せふんだんに使うなど、大胆に決断し実行している。

そして、補修工事の進捗に関しては、役所内、県内の各機関、地域住民、などへのＰＲを、当

時としては珍しいほど一生懸命にやった。今、このように宮本の行跡の“偉さ”を駆け足で述べ

てみたが、これらが、当時の他の事業の場合と比べて、本当に群を抜いていたのかどうか。そ

の点を言い切るためにはやはり数か月の調査が必要な気がするのである。さらに宮本は分水工

事を後にしてからは、博士号をとり（実際は補修工事中であったらしい。それも驚きに値す

る。）、そして、東大教授にもなり、役所仕事では当時の興亜院、企画院の要職につくのである。

この段階の仕事は直接大河津分水とはかかわりがないが、それなりに宮本の非凡さを示すので

はないだろうか。 

 つまり、これらの事をその当時の全体的状況、他の同種の仕事との比較もしくはそういった

工事に与えた意義、これらを考察し、宮本武之輔を浮き彫りにできるかどうか、これがもうす

でに手を付け始めているテーマなのである。 

 

理事長だより ～典生のつぶやき～  
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平成 28 年度事業計画 
区分 名称 日時 会場 

講演会 

講座 

総会講演会 5/14（土） 大河津出張所 

大河津分水講演会 2016 11 月 燕市 

お茶を楽しむ会 4/17（日） 大河津資料館 

信濃川教養講座① 6/4（日） 大河津資料館 

県外河川探訪「狩野川放水路と青山士

の生地を訪ねる」 
6/17（金）～18（土） 

静岡県沼津市 

磐田市 

水辺の生き物観察会 8/11（木・祝） 体験水路 

県内河川探訪「五十嵐川」 9 月 三条市 

サケまつり 10 月 大河津資料館 

信濃川教養講座② 10 月 大河津資料館 

企画展「宮本武之輔」 12 月～1 月 大河津資料館 

河川文化講演会 12 月 大河津資料館 

企画展「友の会会員作品展」 2 月～3 月 大河津資料館 

友の会文化祭 3 月 大河津資料館 

会報 たより第 43～46 号 6・8・11・2 月  

年次報告 あゆみ 3 月  

ガイド 
ガイド研修 4/2(土)、6/25(土)、10 月  

ガイド実践 事務実施日(308 日) 大河津資料館 

奉仕活動 

花壇整備 5 月、11 月 大河津資料館 

庭木剪定 6/25(土)、11 月 大河津資料館 

クリーン作戦 6/25(土) 大河津資料館 

受託業務 大河津資料館管理補助業務（4～３月） 開館日（308 日/2 人体制） 大河津資料館 

その他 

無料レンタサイクル(5 台) 通年 大河津資料館 

信濃川をきれいにする会第 22 会総会 7 月 新潟市 

河川協力団体合同意見交換会 12 月 北陸地方整備局 

 

平成 28 年度 年次総会報告 

5 月 14 日（土）大河津出張所にて、平成 28 年度年次総会が開催されま

した。5月11日現在の正会員、個人172名、団体32社、計204名・社に

対し、出席62名・社、委任状106名・社と定足数（正会員の過半数）に達

していることを確認した後、横山正二会員を議長に選出し、議事が進められ

ました。主な議題は次の通りです。 

①平成27年度事業報告、決算報告、監査報告（承認） 

②平成28年度事業計画案、予算案（承認） 

③信濃川大河津資料館管理補助業務の受託について（報告）、その他 

 平成28年度の事業がスタートし総予算1,784万円と昨年度より増えまし

た。新たな行事も加わりましたので、会員のみなさまと共により一層実りあ

る1年にしたいと思います。ご参加、ご協力よろしくお願いいたします。 

 

平成 28 年度 

役員 
理 事 長   
 早 川 典 生  
副 理 事 長  
 小 林 清  
副 理 事 長  
 濱 田 達 郎  
理 事   
 畠 山 卓 也  
 解 良 節 子  

池 田 富 春  
白 倉 與 志 司  
田 中 隆 夫  
丸 山 晃 平  

 笠 柳 シ ズ  
 若 月 夏 子  
 横 山 正 二  
 山 田 薫  
 樋 口 勲  
 橋 本 誠 一  

目 黒 信 雄  
小 黒 憲 雄  

 氏 田 公 基  
村 上 謹 一  

 野 原 永 吉  
 清 水 保  
監 事   
 吉 田 茂  
 小 林 恒 男  

事業部体制 
部長  濱田達郎 
副部長 畠山卓也・樋口勲 
部員  解良節子・山田薫 

池田富春・笠柳シズ 
    若月夏子・目黒信雄 

清水保 

支援部体制 
部長  白倉與志司 
副部長 横山正二 
部員  田中隆夫・小黒憲雄 

橋本誠一・村上謹一 

広報部体制 
部長  早川典生 
副部長 丸山晃平・五十嵐晃 
部員  氏田公基・斉藤麗 

野原永吉・斉藤久美 
    榎本麻美子 

                総会特別講演【大河津分水路改修について】開催 

場所：大河津出張所 1F ホール 参加者：65 名 

5 月 14 日（土）、信濃川河川事務所長 日下部隆昭様を講師に

お迎えして、総会の特別講演会が開催されました。昨年度から始

まった改修事業の状況や今後の山地掘削手順などお話いただきま

した。近年多発する大雨被害をみると、大河津分水路改修の重要

性を実感します。そして今年は越後平野に甚大な被害を与えた一

方で分水路建設の契機となった「横田切れ」から120年の節目の

年です。関連行事等があるということなので、友の会としても協

力し、大河津分水路の大切さを広く伝えていきたいです。 
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<事務局連絡先> 

〒959-0123 燕市大川津 1215-7 
 TEL 090-2673-6596(事務局長） 

080-9876-3683(事務局） 

FAX 0256-97-3682 
e-mail 
ohkouzu_tomonokai@yahoo.co.jp    

https://www.facebook.com/ohkouzuTOMO/ 

『水辺の生き物観察会』夏休みの自由研究にいかがですか？ 

ＮＰＯ法人水環境技術研究所と共催し、周辺地域の子供たちを対象とした観察会を開催します。川の生物の

専門家によるレクチャーあり。川に触れることが少ない子供たちにとって、絶好の機会です！（事業部） 

日 時：平成28年8月11日(木・祝)9：00～12：00  場 所：大河津分水公園 体験水路 

※参加希望者は事務局までご連絡ください。 

信濃川クリーン作戦にご参加ください 

「信濃川をきれいにする会」の活動の一環として大

河津資料館周辺のクリーン作戦を行います。みなさん

で川をきれいにしませんか？（支援部） 

日 時：平成28年6月25日(土)13：00～14：00 

集 合：大河津資料館 

道具等：手袋、レジ袋等をご持参ください。  

※参加希望者は事務局までご連絡ください。 

庭木の剪定にご協力ください 

信濃川クリーン作戦後に資料館周辺の庭木剪定を行

います。剪定くずを集めていただける方も大歓迎！お

手伝いいただける方お待ちしています。（支援部） 

日 時：平成28年6月25日(土)14：00～15：00 

場 所：大河津資料館敷地内 

道具等：剪定用具等ある方はご持参ください。 

※参加希望者は事務局までご連絡ください。 

第２回ガイド研修を行います 

大河津資料館管理補助業務ガイド研修を行います。業務担当者の参加をお願いします。今回も分水消防署の

指導の下、避難・消火訓練を併せて実施します。業務担当者以外の方もご参加いただけます。（事務局・支援部） 

日 時:平成28年6月25日(土)8：30～12：00  場 所：信濃川大河津資料館2F多目的ホール 

※参加希望者は事務局までお申込みください。 

吉田東伍記念博物館友の会紹介 

吉田東伍記念博物館友の会事務局 田中洋史 氏 

吉田東伍記念博物館友の会は、平成11年(1998)４月に設立されまし

た。平成10年９月に北蒲原郡安田町の町立博物館として開館し、平成

16年の市町村合併後は、阿賀野市立となった吉田東伍記念博物館を支

援する団体です。平成28年４月現在の会員数は110人。阿賀野市域を

中心に県内外まで幅広く、大日本地名辞書を編纂した阿賀野市出身の吉

田東伍(1864‐1918）をめぐる地域の歴史・地理・民俗・文化など、様々

なテーマに興味がある会員が集っています。 

 毎年恒例の行事は、春の定例総会にはじまり、研修旅行、市民文化講 

演会、ミュージアムコンサート、星空への招待(天体観望会）、とんと昔 

を聞く会、研究発表会などを開催しています。特に博物館附属の吉田東伍生家(旧旗野邸)で開催しているミュー

ジアムコンサートは、市民からも好評で、専属アンサンブル「ＴＯＧＯ Ｍｕｓｅｕｍ Ｅｎｓｅｍｂｌｅ」(略   

称ＴＭＥ)演奏会と、一つの楽器に注目したサロンコンサートを開催し

ています。ＴＭＥ演奏会は今年で18回目(18年目)になりました。季

節折々の日本家屋の風景とともに、博物館の魅力を高める催しに育っ

ています。 

 平成30年度は博物館開館20周年、平成31年度は友の会設立20

周年を迎えます。博物館とともにあゆみ、そして、博物館を心から楽

しむ活動をめざして、今後も着実な取り組みを継続していきたいと考

えています。活動の最新情報は、「友の会通信ウェブ版」 

http://wind.ap.teacup.com/togo/ でご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪編集後記≫ 
◆資料館のレンタサイクル自転車を2台増やし、合計5台
となりグループや家族で利用しやすくなりました。資料館
に来られた際にサイクリングはいかがですか？◆今年度事
業で例年とはちょっと違うイベントを開催する予定で 
す。詳細は随時お知らせしますのでお楽しみに！{Ｅ} 

イベント案内 

友の会通信 

第18回ＴＭＥ演奏会「弦楽四重奏
の楽しみ」(平成28年6月４日) 

阿賀野市立吉田東伍記念博物館 


